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と とて 」 」と 計
巻１ 31 4 0 0 35
　２ 48 6 8 0 62
　３ 26 1 1 0 28
　４ 30 1 2 1 34
　５ 29 0 4 1 34
　６ 20 1 0 1 22






































巻 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計
言ふ ４ 15 ６ ７ ５ ２ 39
申す ２ ４ ２ ２ ２ ３ 17
する ４ ３ １ １ ２ １ 12
尋ぬ ２ ４ １ １ ２ 10
思ふ ２ １ ２ １ ６
悔やむ ２ ２ ４
語る １ １ １ １ ４
定む ２ １ ３
書きつく １ １ １ ３
つく １ ２ ３
あり １ １ ２
下がる １ １ ２
ささやく １ １ ２
嘆く １ １ ２
立つ １ １ ２
























巻 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計
働く １ 1
進む １ 1
わする １ 1
汲む １ 1
とる １ 1
立ち退く １ 1
問い詰める １ 1
指す １ 1
うつ １ 1
繰り返す １ 1
ほむ １ 1
作る １ 1
突き返す １ 1
思いつく １ 1
求む １ 1
発る １ 1
たたく １ 1
絶える １ 1
こぼす １ 1
しがみつく １ 1
つむ １ 1
すます １ 1
替える １ 1
泣く １ 1
にらむ １ 1
じゃれる １ 1
やめる １ 1
なびく １ 1
すてる １ 1
つける １ 1
笑ふ １ 1
嘆く １ 1
つぶやく １ 1
よびよす １ 1
みせる １ 1
頼む １ 1
案ずる １ 1
指さす １ 1
聞く １ 1
表8 『日本永代蔵』「と」に後置される動詞
「とて」の消滅　　13
　　（50）哀れや，いたいけ頃の娘，「今いくつ寝てから正月ぢゃ」と云ふを「米のある時が正月よ」
と白眼む形のおそろしく（巻5p.216）
　　（51）夜明けてこれを拾ひ集め，その中の一粒を野に埋みて「もし，煎豆に花の咲くこともや」
と待ちしに（巻5　p.219）
次の例は擬態語の「と」と同様の比喩表現ともいえるものではないだろうか。引用内容が「なび
く」を修飾する副詞的用法言うべきものであろう。
　　（52）末々の里人を憐み慈悲ふかく「この人所の宝」と，村の草木もなびきける（巻5　p.226）
西鶴『日本永代蔵』では，「V1『内容』と／とてV2」はごく僅かな数しか見られず，「V1『内容』
（と）」では，V1もなくて発話そのものを記す例が多くなり，「『内容』と／とてV2」では「と」と
「とて」の区別が曖昧になり，「『内容』とV2」に収斂されていく。そして，引用内容がV2を修飾す
る用法も見られる。
３．おわりに
古事記のようなV1とV2がおおむね同じ発話動詞で発話内容を挟む文は，V1とV2が引用符の役割
も果たしていたと思われる。どこからどこまでがその人の言葉であるのか，発話の動詞が前後を挟
んでいれば判断しやすい。このスタイルは韓化漢文というべきもので，朝鮮半島から伝えられたも
のであるという。18
同じ発話の動詞を２度も繰り返すのは非効率的であり，次に何をしたかを述べたくなることは想
像できる。V1が発話を表していれば，V2が次の行動を表しても，発話されたことがわかる。しか
し，「と」は受ける動詞が発話思考の動詞であるので，次にどのような動作をしたかということを
述べるときには「と」は使用できず，「とて」を使用することとなる。ここで「とて」が使われる
必要が生じたことになる。
V1とV2を二回使わずV1だけのスタイルも見られる。天草本『伊曾保物語』では，「V1『内容』
（と）」という形が多く見られる。動詞が引用文の前に来るスタイルが用いられていることは，漢文
訓読の影響も考えられるが，この場合はポルトガル語の翻訳の影響もあるようである。
御伽草子では『物くさ太郎』のように，V1，V2ともに発話思考の動詞が少なくなり，発話内容
だけを会話として並べていくスタイルも出てきた。口語体に近い文体といえる。西鶴では，「とて」
は『永代蔵』で13例にとどまり，「と」に後置される異なり語が多くなっている。V1は更に少数に
なり，V1とV2が内容を挟む例は５例だけである。V1は「申す」「ささやく」「語る」などだが，V1
だけが単独で用いられる例をあわせても使用例が少ない。
「と」と「とて」に後置されるV2をみると，「と」では元々発話思考動詞だけであったのが，他
の動作動詞まで広がり，従来「とて」に後置されていた動詞まで「と」に後置されるようになる。
また，「言ふ」などの動詞がなくても発話されたことを示す場合も見られ，発話思考動詞を使わず
に発話や思考が行われたことを表す例がある。ここでも，実際に音声で発話されたのか心内での発
話なのか，一回だけなのか複数回なのか，発話された状況が曖昧になる傾向も出てくる。例（52）
14
のように，連用修飾と考えられる例もある。こうなると，「とて」の存在には必然性がなくなり，
また，内容を挟む文も消滅の途をたどることになる。そして，引用内容に後置される「と」は，「と
て」に後置される動詞を収斂することになっていくのである。
前述したようにV1とV2の内容を挟むスタイルは朝鮮半島から伝えられたものという。引用内容
の前に動詞が来るスタイルは漢文訓読の流れによるもの，つまり外来のスタイルと言える。天草本
『伊曾保物語』にもV1が前置される例が見られた。これも翻訳の影響があると思われ，外来のスタ
イルとも言えるだろう。
しかし，万葉集には「とて」は見当たらない。短歌にはV1動詞はないといっても良く，「『引用
内容』とV」が圧倒的に多く使われていた。多彩な表現として「『引用内容』とV」という構文をみ
ることができる19。『永代蔵』にみる比喩的な用法も万葉集にはみることができるのである。結局，
漢文訓読のような外来のスタイルは日本語には定着せず，万葉集でみた引用のスタイルに戻って行
っているようである。そして，発話思考動詞を使わずに発話内容だけを示して，発話していること
を示すスタイルもみられることから，書き言葉としての引用のスタイルが話し言葉に近づきつつあ
ると言えるのではないだろうか。
１　鶴田洋子（2012）「『古事記』『万葉集』の引用」『日本語研究』19号立教大学日本語研究会
２　山田孝雄（1954）『奈良朝文法史』宝文社P.452
３　山口明穂，秋本守英（2001）『日本語文法大辞典』明治書院P.532
４　注１文献で『古事記』の記述，『万葉集』の題詞・左注，長歌，短歌共に「とて」を確認することは
できなかったことを述べた。
５　鶴田洋子（1996）「引用を受けると『と』」『新潟産業大学紀要』第４号新潟産業大学付属研究所
６　鶴田洋子（1996）「引用を受けると『と』と『とて』」『日本語研究』４号立教大学日本語研究会
７　鶴田洋子（2009）「『平家物語』の引用」『日本語研究』16号立教大学日本語研究会
８　鶴田洋子（2010）「小説における引用構文」国士舘大学21世紀アジア学部紀要第７号
９　桜井勝之進他編（1987）『現代諸祭祝詞大宝典』国書刊行会
10　北原保雄・小川栄一（1990）『延慶本平家物語』勉誠出版
11　鶴田洋子（2009）「『平家物語』の引用」『日本語研究』16立教大学日本語研究会
　　「と」に後置される動詞と「とて」に後置される動詞は多くの場合一致しない。「と」に後置される
動詞は，「申す」など発話内容を表す発話思考動詞が圧倒的に多いが，「とて」に後置される動詞は発
話後（中）の行為を表し，同じ動詞が使われている場合，たとえば「書く」の場合「と」の前の内容
節はその内容が書かれたのであり，「とて」の場合はその内容を発話した後に書く行為に及んだのであ
る。
12　新村出翻字（1939）天草本『伊曾保物語』岩波文庫後記p.113
13　内訳は，自慢す２，催促す２，談合す１，駆落ちす１，す１
14　｢なす」は「不審をなす」である。
15　「狼と羊の事」国字本『伊曾保物語』十一『假名草子集』p.403　日本古典文学大系岩波書店
16　市古定次校注（1986）『御伽草子』上・下　岩波文庫
　　以下『鉢かづき』『唐糸さうし』『物くさ太郎』『一寸法師』『浦島太郎』をそれぞれ（鉢）（唐糸）（物
くさ）（一寸）（浦島）と記す。上下，ページは上記テキストによる。
「とて」の消滅　　15
17　谷脇理史・神保五彌・暉峻康隆校注/訳（1972）『井原西鶴集三』日本古典文学全集小学館
　　同書解説によれば『日本永代蔵』の刊年は元禄元年である。
18　沖森卓也（2009）『日本古代の文字と表記』p.39　吉川弘文館
19　鶴田洋子（2012）「『古事記』『万葉集』の引用」『日本語研究』19立教大学日本語研究会
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